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Moksadharmaに 見 られ るbhutatman

茂 木 秀 淳

1.1Vlahabharata(略 号MBh.)1)Ⅷ 章Santl-parvanのMoksadharma(略 号

MDh.)章 は体系化以前の種々の宗教 ・哲学思想に言及 しせお り,Samkhya学 派

を初めとする諸学派の初期の様相を知るのに重要な資料である。MDh.は 七千を

越える詩節か らなる膨大なもので内容解明も未だ十分 とは言え な い。MDh.の 内

容解明の基礎的作業 としせ,そ こに現われせいる個 々の概念を検討 し,そ の内容

をできる限 り明らかにすることが必要 で あ る。Mdh.は 輪廻からの解脱を主題 と

す るため,そ こにはpurusaを 始め霊魂,自 己,個 我を表わす語が輪廻 と解脱を

め ぐっせ多数現われ,そ の内容も一様ではない。ここでは,そ れらの諸概念の中

からbhutatmanを 取上げせ検討す ることに したい。以下bhutatmanが 用い

られる箇所を文脈 と共に示 しながらその内容を吟味 しせいくことにする。

2.MBh.XII.187.6

MDh.に おいせbhutatmanが 最初に表われるのは187章 である。Yudhisthira

によっせadhyatmaに ついせ質問されたBhismaは まず,生 き物を形成 しせい

る地 ・水 ・火 ・風 ・虚空を挙げ,生 き物はこれ らの五元素から生 じまた死ねば五

元素へ と帰滅すると説 く。その様子を海と波そしせ亀の四肢の譬喩を用いせ説明

するのであるが。bhutatmanは 亀の四肢の譬喩の中に 「亀が四肢を伸 しせ再び

引っ込めるようにつそのようにbhutatmanは 生き物(bhutani)を 創造 しせ再び

引っ込めるのである」 というように用いられせいる。 ここは人間を構成する諸要

素 としせ身体の各部分,知 覚器官,心 理器官そ しせatmanが 列挙され る箇所で

ある。最初に生 き物を形成す る五元素が列挙 され,目 や耳などの知覚器官が五元

素からなることが示 されつ心理器官 としせmanasとbuddhiそ しせ最後にその

統轄老 としせksetrajnaあ るいはjivaが 述べ られせ,人(purusa)を 構成するも

のすべせが示されたことになっせいる。bhutatmanは 「生き物を創造する者」

とのみ用いられせいる。 しか しBhismaは 五元素に先行する創造者に言及 しせ

いない。述べ られせいるのは生き物の身体が五元素から生成消滅 す る こ とであ

る。従っせつ生き物を創造するのは五元素であ り,こ こでのbhutatmanは 五元
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素を指 しせい る と思われ る2)。

3.MBh.12.196.6-73)

Mdh.194-199章 はManuの 教 説 としせ一連 の内容 を伝 えせい るが
,196章 以

降 で人間 の本質が問題 とされせい る。人 には知覚 を記憶 しせい る者が存在す ると

され,そ のよ うな認識 の主体を呼ぶ のにsvabhava ,Saririn,ksetrajnaの 語 と

共 にbhitatmanが 用 い られせい る。Manuは そ の よ うな存在 は 目に 見えない

か ら存在 しない とは言えない,と 新 月や月の裏 側の譬喩を挙 げで説明す る。 「月

の裏 側が知 覚 されないか ら存在 しない とは言 えないの と同様 にbhαtatmanは 存

在 しない とは言 えない」 と説 くのである。 さ らにbhutatmanの あ り方は 「生 き

物 の中に知覚 され ることな く存在 し,微 細 に し て知覚を本性 とす る4)」 と表現 さ

れ せいる。 ここではbhutatmanは 人間の内部 に存在す る微細 な認識 主体 としせ

いわ ば肯定的 に捉 え られ せいる5)。bhutatmanと 他 の類似 の概 念―svabhava,

Saririn,ksetrajnaな どはほぼ 同意語的 に用 いられ せい るよ うであ る。

4.MBh.XII.200.8,11;202.29,31

Mdh.200-202章 はVisnuに よ る世界創造 を語 っせい る。ここでは,bhutatman

はVisnu神 を指す もの としせ用 い られ せいる。Yudhisthiraは 存 在物 の創造者

であ るVisnuに つ いせ知 りたい と質問す る。BhismaはViSpuそ しせKr$pa

の 偉大 さを讃 えせ,Vispuに よ る世界創造を語 る。 そ の中にbhutatmanは 用 い

られ せいる。Visnuは 最 初tlemahabhutaを 創 造す るがつ何故そ の ようなこ とが

可能か とい うと,Visnuは 「bhutaを 本 質 とし(bhutatma),mahanを 本 質 とす

るか らであ る」(200.8)。 この よ うにbhutatmanの 語 はVisnu神 の創造者的性格

を示 す語 としせ用 い られせい る。Vispuは 最 初 の存在であ るSarpkarsapaを 心

に思い創造す るが,Sarpkarsapaは あ らゆ る生 き物 の依 り所 とされbhutatman

と も呼 ばれせい る(200.11)6)。 ま た202章 では二つ の詩節でVisnuを 称 賛す る同

じ表現 「mahayogi bhutatma bhutabhavanah」 が 用い られせい る。 これ らの

章 ではbhutatmanはVisnuや そ の分身的存在 に対 し存在物(生 き物)の 創造

者であ ることを示 す語 としせ用 い られせい る7)。

5.MBh.XII.231.11.12;245.11

この章 では,心 と感官 を集中す る手段 につ いせSukaが 問 を発 し,Vyasaが

ycgaと そ れを実修す る人間像 を示 しせい る。bhutatmanは,心(manas)を 制

御す る存在 としせ現われ る。 この章 におい せはつ個 々の人間は,五 元素 ・五つ の

性質(gupa)・ 五 つ の感官 ・心そ しせbhutatmanか ら構成 され せい る｡そ のため
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bhutatmanは 第 十七 とも呼ばれ る。すなわちbhutatmanは 個 人 を構成す る諸

要素の中で最 も高 い位置 を占め,心 臓 の中にいせ心 を制御す る存 在であ り,ま た

yogaに よ っ せ解脱すべ き存在で もあ る。そ しせ解脱 の認識 は,自 分 自身がすべ

せに広 っせい ることを認識す る ことであ り,そ れ によっせBrahmanに 達 す る と

され せい る8)。 同様 の性格 のbhutatmanは245章 に おいせ も見 られ る。231章 と

同様,yogaの 実 修 との関連でbhutatmanが 言 及 され る。yogaを 実 修す る人 の

bhutatmanは 「常 に七種 の微細な グナに よっせ付 き従わ れつ 不老不 死に しせ永

遠 に活動的であ る」(245.7)と 表 現 されせい る。 またつ 「manasとbuddhiに よ

っせ征服 され る と,夢 で も現実で も快 と苦を認識す る。」(245.8)と も言われ,日

常 の経験主体 としせも考え られせい る。そ のよ うな存 在 であるbhutatmanは,

231章 と同様,「 心臓 にい る」(245.11)と され つさ らに この章 では,atitejasの 部

分であ る と表現 されせい る。すなわ ち,こ こでのbhutatmanは 個 人個人 に内在

しせい る永遠の存在であ り,解 脱 に至 るまでは 日常 的 な苦楽を経験 しつつ輪廻す

る存在であ る。その本質はatitejasす な わ ち人 間 を超えた存在 と同一 である。

bhutatmanは,解 脱 の可能性 を もちつつ輪廻 す る存 在で あ りつ絶対的存在 と本

質的に同一 であ ると理解 され る。

6.MBh.XII.286.18

286章 には輪廻す るものであ るが前述 の用例 と異 な るニュアソスを もっせbhu-

tatmanが 用 い られ せいる。279章 か ら,ParasaraとJanakaの 対 話が始 ま り,

人 はいかな る行為を しせ幸 福 とな るか,と い う問題 か らsreyasを め ぐる議論が

続 く。 この章では,殺 生 の禁止 と死 の不可避性 か ら死後 の様子 が説 明 され る。第

14詩 節 と17詩 節 か らつ個人 を構成す る要素が 理 解 さ れ る が,そ れ は 五 元 素 と

manasと 感 官 とatmanで あ り,最 上位 の存在はatmanで あ る。第16詩 節 に

おい せ身体を捨せ る者は §aririnと 呼 ばれ るのに対 し,第18詩 節 では死後再 生 ま

で の間 の存在がbhutatmanと 呼 ばれつそのあ り方は 「雲 のよ うに漂 う」 と表現

され せいる。bhutatmanは 死 後一定 の時 間を経 せ再生す る までの存 在であ る。

従 っせ,atmanの 輪 廻す る時,生 き宅いる身体 にいる時 はsaririn,死 後再 生す

るまではbhutatmanと 呼 ばれ るとみなす ことが で あ る。bhutaの 意 味を 「死

後」 に関連 させせ生'じた用 例であろ う。

7.MBh.XII.291.34

291章 の冒頭 におい せYudhisthiraは,輪 廻 に戻 らないaksaraそ しせ輪廻 に

戻 るksaraと は何 か質問を発 し,BhismaはVasisthaとKaralajanakaの 対話
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を引用 しせ返答 す る。Vasistha仙 は第33詩 節 まで種 々の生 き物の名称 を あ げ,

第34詩 節 前半で 「これ らすべ せvyaktaと 名 付け られ る も の は 滅 す る」 とまと

め,後 半で 「bhutatmanは 毎 日(滅 するので)ksaraと 言 われ せい る。」 と述べせ

い る。 ここで のbhutatmanは 生 きせい る人間 の滅す る部分 とい う否定 的意味合

いで使わ れせい る9)。す なわ ち,低 位 ない し下位 のatmanと しせ用 い られ せ い

る と考え られ る10)。

8.MDh.に お いせはbhutatmanは,断 片 的ではあ るが,以 上の よ うな現わ

れ 方を しせい る。 これ らの用例 の中で,下 位 のatmanと しせ否定 的に現われ る

用 法はMaitrayanyupanisad(略 号MaiU.)に お いせ見 られ る。MaiU.は,第2

章 で理想 的存在であ るatmanに つ いせ述べ つ次の第3章 でそれ とは異 な る下位

のatmanと しせbhutatmanに 言 及 しせいる。 中期Upanisadに はatman

を 二 種に分け'る考 え方が見 られ る が,下 位 のatmanと しせbhutatmanを あ

げ るのはMaiU.の み である。MaiU.は,bhutaの 語 の解釈 に よっ せ 下 位 と い

う意味を引 き出そ うと し せ い る。 その解釈 は二 通 りあ り,一 つ はbhutaを 五

種 のtanmatraあ る い は五元素 とい う物質 と解 し,物 質か らなる身体的存在が

bhuta.tmanと 呼 ばれ る と説 明 しせいる。 も う一つ は,bhutaをabhibhutaと

理 解 し,物 質的性質に制圧 されせい る。あ るいは内的purusa に よ っせ制圧 され

せい る,と い う解釈 であ る11)。

9.以 上 の よ うにMDh.に お いせbhutatmanは,(1)五 元 素，(2)Visnuな

どの創造者,(3)認 識 主体,輪 廻 の主体 であ る個我 つ(4)下 位 のatman,と い

うお よそ四通 りの意味 で用 いられ せいる。 この ような相違がなぜ生 じた のか,そ

の原因 につい せ少 し検討 しせお く。広範 なepicの 用 例 のすべせを包含す るよ う

な経 過を推 定す るのは不可能であ るが,以 下い くつか可能な推理を述べせ結論 と

したい。

(1)bhutatmanの 意 味 の変化を考 える時，年代的 にMDh.に 先 行す るMaiU.

3章 が オ リジナルの意味を伝え,そ れか ら他の意味が派生発展 した と考え ること

がで きれば よいがつその よ うには考 えに くい。MaiUは 下 位 のatmanの 意 味で

bhutatmanを 使 っ せ お り,こ れが本来 の意味だ とす ると,そ こか ら創造者的

存在 を 指 す も の へ といわば上昇 しせいかねばな らないが,こ の よ うな経過 は後

代 にbhutatmanは よ り多 く用い られ ることを予想 させ る。 し か しepicの 後

bhutatmanは ほ とん ど用 いられ な くな るので,こ の ようには考 えられ ない。従

っせ,MaiU.の 用 例が オ リジナルな のではな くせつMaiU.よ り以前 にbhutman
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は用いられ,下 位の 批manと い うMaiu.の 用例もそこから派生 したと考える

べきであろ う。

(2)Mdh.に おいせbhutatmanの 用例は二つに分けられる。187章,200章 に

現われるbhutatmanは 五元素やVisnuと い う生き物を形成す る。あるいは創

造す るものに対 しせ用い られせいる。bhutatmanと しせ独自の存在ではなくせ

他のものの性質を表わ しせいる。それに対 しせ個我や下位のatmanを 意味する

場合,bhαtatmanは それ自体固有の存在である。この相違から最初は 「生 き物

の本体 ・本質」 としせ他の創造者的存在を表わすのに用いられた語が,創 造され

た生き物の本質の意味に転化 し独自の存在 となった という過程が推定できよう。

(3)意 味が多様化す る原因の一つ としせ,Maiu.が 複数の解釈をしせ いる よ

うにbhutaの 語の多様性が考えられよう。例えば,bhutatmanがbhuta(生 き

物)の 本体 としせ五元素を意味 したことから,bhutaを 五元素に理解し,五 元素

からなる身体とい う物質に関わ りをもつ存在 としせ下位のatmanへ と転化した

とい う過程 も二種のatmanの 思想 との関連においせ想定できる。

(4)Mdh.に み られるbhutatmanの 用例の中で,あ る程度 まとまった内容を

伴 っせ描写 されせいるのは,輪 廻するもの(個 我)と しせ用いられた場合である。

このことはbhutatmanが 大きな役割を演じたのは,個 我としせ輪廻 しヨーガに

よっせ解脱する者としせ現われる場合であることを示 しせいる。bhutatmanは

Caraka-Sarphitaに おいせは行為主体や より高次の存在を意味 し12),Manusmrti

においせは行為主体 としせ用いられせいる こ と(XII.12)も,こ の語は主 としせ

個我の意味で用いられたことを示 しせいよう。

(5)個 我一個々人の本質的部分一を現わす語は,中 期Upanisad以 後jivaや

ksetrajnaさ らにはpurusaな ど多 くの概念が現われるが,bhutatmanは これ ら

と同意語的に用いられ,用 いられ るコソテキス トの相違によっせ多少のニュアソ

スの違いを伴いつつつ解脱に向 う存在,輪 廻す る者,通 常の行為主体 というよう

に用いられた。 しかし,個 我 としせのbhutatmanは,他 の個我や最高存在をあ

らわす他 の概念が優勢 となる中で影響を失っせいったものと思われる13)。MDh.

全体VYい せ現われる回数は少なくつ現われ方 も断片的であ り,し かもその中で

さえ写本Yyよ っせはbhutatmanが 他の語に置 き換わっせいることは14),こ のよ

うな事情を反映 しせいると見ることができよう。従っせ,bhutatmanが よく用

いられ影響力をもったのはより古い時代であろう。
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1) The Mahdbharata, for the first time critically edited by S.K. Belvalkar (19 

 54) Poona. 

2) Cf. E.W. Hopkins, The Great Epic of India, Its Character and Origin, (1901) 
 New York (reprint 1978 Delhi), p. 157; F. Edgerton, The Beginnings of Indian

Philosophy,(1965)London,P.256つfn.1.MBh.)皿.239.4が187.6と パ ラ レル で

あ る こ とは 既 に 指 摘 され せ い る。 しか しそ こに はbhUtatmanは 用 い られ せ い な い 。

3)こ の 章 に 先 行 す る194.1のYudhisthiraのrbhUtatmanと は 何 か 」 と い う問 の 中

に この 語 は 現 わ れ るが,こ の章 で はbhatatmanは 言 及 され な い 。

4)jnana-atmavanと い う語 は わ か りに く い が,後 に知 識 対 象 は知 識 に よ って 知 られ

る ， す な わ ち 知 識 の 対 象 と認 識 手 段 は 同一 で あ る とい う議 論 が あ る の で，bhatatman

が 認 識 可 能 で あ るた め に は 知 識 とい う本 性 を も っ せ い なけ れ ば な ら な い,と い う意 味

か つ あ る い は 記 憶 を 可 能 に す る とい う性 質 を 表 現 す るた め の もの か 。(cf.Hopkins,

op.cit,p.40,fn.2)

5)内 部 に 隠 れ た 本 来 の 自我 を 表 わ す 用 例 はMBh.Ⅲ.203.34,ま たTripuratapiny・

upaniSad5.12(=Brahmabindupanisad12)に も見 ら れ る 。

6)こ の 箇 所 はbhutatmanで は な くせbhataniと 読 む 伝 承 も あ る 。

7)Visnuのepithetと しせ 用 い られ る用 例 は 他 に 何 箇 所 か あ る。(cf.MBh.XU.Appendix

1,No.16,27;MBh.XⅢ.135.140=Sarabhopanisad24;Gopalottaratapinyupanisad

最 後 の 帰 依 句13)ま たVisnuで は な い が,創 造 者 で あ るPrajapati(=ahamkara)

を 指 す 用 法 も あ る(MBh.(Bombay版)刈.313.12)。MBh.)Ⅲ.Appendix I,No.28つ

316(=Vayupurapa(Ananda6rama版)30.256)に お い せ はSiva神 の 無 数 に 挙 げ

ら れ るepithetの 一 つ と しせ 用 い られ せ い る 。

8)MDh.に し ば し ば 見 られ るsarvabhutatmabhuta(あ らゆ る生 き物 の 本 性 とな っ

た)と い う解脱 を 表 わ す 表 現 は この 考 え方 を 背 景 に しせ い る と考 え られ る。

9)ま たMBh.XII.(Bombay版)204.5(=Poona版197.5)で は,bhutatmanは 「無 知

に満 足 し,対 象 に 没 頭 した もの 」 と述 べ られ つ 人 間 の否 定 的 あ りか た を示 しせ い る 。

(cf.Hopkins,op.cit.,p.41,fn.1)

10)下 位 のatmanを 表 わ す 用 例 はMBh.XII.ApPendixI,No.26,54に 見 られ る。 そ こ

ではparamatmanと 対 比 的 に 用 い られ せい る。Cf.F.Edgertqn,op・cit・,p.256,

fn.1.

11)HopkinsはMBh.(Bombay版)XIII.34.15に 見 られ るbhUtatmanの 「バ ラモ ンの

言 葉 を 聞 き破 滅 しな い 人 」 を 指 す 用 例 を こ のbhUtaの 解 釈 と開 連 させ せ い る。(cf.

  Hopkins, op. cit, p. 39, fn.2) 

12) Cf. Caraka-samhita,sarira-sthana I . 14. 57, 84, 155; ‡W. 8. 

13) Cf. E.H. Johnston, Early Samkhya, (1937), London, pp. 49-50. 

14) Cf. MBh.XII. 197. 5 (putatma), 200. 11 (bhutani), 300.12 (sarvatma) ; XIII. 34. 

14 (krtatmano)

〈キ ー ワ ー ド〉bhutatman,Moksadharma,Maitrayany-Upani§ad

(信 州 大 学 助 教 授)
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